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●
今
月
の
話
題

　

２
月
22
日
、
タ
プ
コ
ピ
ア

ン
プ
ラ
ザ
ホ
ー
ル
で
田
子
町

交
通
死
亡
事
故
ゼ
ロ
２
２
９

０
日
達
成
記
念
式
典
及
び
青

森
県
警
察
音
楽
隊
コ
ン
サ
ー

ト
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
25
年
10
月
24
日
か
ら

交
通
死
亡
事
故
の
発
生
し
て

い
な
い
田
子
町
で
は
、
１
月

31
日
午
前
０
時
を
も
っ
て
２

２
９
０
日
を
達
成
し
、
県
内

自
治
体
別
に
見
る
と
、
４
番

目
に
長
い
記
録
と
な
っ
て
い

ま
す
。
同
日
行
わ
れ
た
セ
レ

モ
ニ
ー
で
は
、
次
に
目
指
す

「
３
６
９
０（
み
ろ
く
）
日
」

も
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
三
戸
地
区
交

通
安
全
協
会
田
子
支
部
の
一

ノ
渡
尚
武
支
部
長
が
「
交
通

死
亡
事
故
ゼ
ロ
２
２
９
０
日

を
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
交
通
安
全
に
携
わ
っ

て
い
た
だ
い
た
関
係
者
、
町

民
の
皆
さ
ま
へ
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。
今
日
は
目
標
達
成

の
喜
び
に
浸
り
、
コ
ン
サ
ー

ト
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
」
と

あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　

青
森
県
警
察
音
楽
隊
の
コ

ン
サ
ー
ト
で
は
、
子
ど
も
か

ら
大
人
ま
で
耳
に
し
た
こ
と

の
あ
る
13
曲
が
披
露
さ
れ
、

一
曲
ご
と
に
大
き
な
拍
手
が

送
ら
れ
ま
し
た
。
曲
の
合
間

に
、
交
通
事
故
防
止
講
話
も

行
わ
れ
、
事
故
を
防
ぐ
た
め

の
「
も
し
か
し
て
・
止
ま
る
・

見
る
・
待
つ
・
確
か
め
る
」

の
ポ
イ
ン
ト
を
参
加
者
と
確

認
し
ま
し
た
。
ま
た
、
田
子

幼
稚
園
の
園
児
が
警
察
音
楽

隊
隊
員
と
ダ
ン
ス
を
一
緒
に

踊
る
場
面
も
あ
り
、
参
加
者

は
手
拍
子
を
し
な
が
ら
か
わ

い
ら
し
い
ダ
ン
ス
に
目
を
細

め
て
い
ま
し
た
。

　

式
典
の
最
後
に
は
、
三
戸

地
区
交
通
安
全
協
会
田
子
支

部
一
ノ
渡
支
部
長
と
田
子
町

交
通
安
全
母
の
会
連
合
会
の

堀
川
さ
や
か
会
長
に
よ
っ
て

田
子
町
交
通
安
全
運
動
宣
言

が
行
わ
れ
、
４
つ
の
運
動
重

点
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

交
通
死
亡
事
故
ゼ
ロ

２
２
９
０
日
達
成
記
念
式
典

青
森
県
警
察
音
楽
隊
コ
ン
サ
ー
ト

田子町交通安全運動宣言
運動重点

①子どもと高齢者の安全な通行の確保
と高齢運転者の交通事故防止

　通学路における幼児・児童の安全の確
保につとめましょう。
　高齢者の身体機能の変化に対する的確
な認識に基づき交通安全運動を促進しま
しょう。

②夕暮れ時・夜間の交通事故防止
　歩行者・自転車利用は反射材用品等の
着用につとめましょう。

③全ての座席のシートベルトとチャイ
ルドシートの正しい着用の徹底

　後部座席を含めた全ての座席における
シートベルトとチャイルドシートの着用
を徹底しましょう。

④飲酒・暴走運転根絶
　飲酒運転はもちろん、暴走運転も絶対
に許さない環境づくりにつとめましょう。

に
ん
に
く

↑
園
児
と
隊
員
に
よ
る
ダ
ン
ス

←
カ
ラ
ー
ガ
ー
ド
に
よ
る
演
技

式典の様子

あいさつをする一ノ渡支部長

警察音楽隊による迫力ある演奏

3690日目指し頑張ろう三唱
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澤
結
太

●
ス
キ
ー
の
部　

ジ
ュ
ニ
ア
Ａ

▽
第
１
位　

岩
間
陸
斗
▽
第
２

位　

岩
間
翔
汰
▽
第
３
位　

袖

村
風
花

●
ス
キ
ー
の
部　

ジ
ュ
ニ
ア
Ｂ

▽
第
１
位　

袖
村
香
埜
▽
第
２

位　

森
崎
祐
世
▽
第
３
位　

新

井
田
実
穂

●
ス
キ
ー
の
部　

一
般
Ａ

▽
第
１
位　

佐
藤
正
信
▽
第
２

位　

武
田
信
洋
▽
第
３
位　

川

端
浩

●
ス
キ
ー
の
部　

一
般
Ｂ

▽
第
１
位　

木
村
勇
次
▽
第
２

位　

管
良
彦
▽
第
３
位　

福
士

由
佳
子

生
涯
学
習
町
民
研
修
会

（
※
写
真
５
）

　

２
月
９
日
、
田
子
町
農
業
者

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
で
、

日
本
初
と
な
る
義
足
の
プ
ロ
ア

ス
リ
ー
ト
で
あ
る
鈴
木
徹
さ
ん

を
講
師
に
お
招
き
し
、
田
子
町

生
涯
学
習
町
民
研
修
会
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

鈴
木
さ
ん
は
中
学
・
高
校
と

ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部
で
、
山
梨
県

フ
ッ
ト
サ
ル
で
寒
さ
を
吹

き
飛
ば
せ
（
※
写
真
１
・
２
）

　

２
月
２
日
、
農
業
者
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
で
、
ス
ポ
ネ

ッ
ト
た
っ
こ
杯
フ
ッ
ト
サ
ル
大

会
２
０
２
０
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
こ
れ
は
、
ス
ポ
ネ
ッ
ト
た

っ
こ（
尾
形
憲
男
会
長
）の
主
催

に
よ
る
も
の
で
、
冬
場
の
運
動

不
足
解
消
と
世
代
を
越
え
た
ス

ポ
ー
ツ
に
よ
る
交
流
を
目
的
と

し
て
お
り
、
今
回
で
８
回
目
の

開
催
と
な
り
ま
し
た
。
今
回
は

Ｍ
Ｉ
Ｘ
の
部（
小
学
生
と
一
般

の
混
成
チ
ー
ム
）に
３
チ
ー
ム
、

一
般
の
部（
中
学
生
以
上
）に

10
チ
ー
ム
が
参
加
し
ま
し
た
。

華
麗
な
ド
リ
ブ
ル
が
披
露
さ
れ

る
と
、
会
場
か
ら
は
拍
手
と
ど

よ
め
き
が
起
こ
っ
て
い
ま
し
た
。

試
合
後
に
は
お
互
い
に
握
手
を

し
、
称
え
合
っ
て
い
ま
し
た
。

　

結
果
は
以
下
の
と
お
り
で
す
。

▽
Ｍ
Ｉ
Ｘ
の
部

第
１
位　

Ｋ
Ｔ
Ｓ
Ｓ
Ｏ
！

第
２
位　

チ
ー
ム
コ
ー
ネ
リ

第
３
位　

ブ
ン
ブ
ン
ハ
ロ
ー
ズ

▽
一
般
の
部

第
１
位　

Ｔ
．
Ｎ
．
Ｋ

第
２
位　

Ｙ
Ａ
Ｍ
Ａ
Ｋ
Ａ
Ｓ
Ｉ

第
３
位　

デ
カ
レ
モ
ン

田
子
の
冬
を
満
喫
～
ス
ノ

ー
フ
ェ
ス
タ
２
０
２
０
～

（
※
写
真
３
・
４
）

　

２
月
８
日
、
創
遊
村
２
２
９

ス
キ
ー
ラ
ン
ド
で
ス
ノ
ー
フ
ェ

ス
タ
２
０
２
０
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
今
回
初
と
な
る
「
テ
ク

ニ
カ
ル
コ
ン
テ
ス
ト
」
で
は
、

ス
キ
ー
ヤ
ー
や
ス
ノ
ー
ボ
ー
ダ

ー
が
自
慢
の
テ
ク
ニ
ッ
ク
を
競

い
合
い
ま
し
た
。
そ
の
他
に
も

雪
山
宝
探
し
、
雪
灯
籠
づ
く
り

体
験
な
ど
の
企
画
が
行
わ
れ
、

た
く
さ
ん
体
を
動
か
し
た
後
は
、

あ
っ
た
か
鍋
の
お
ふ
る
ま
い
や

２
２
９
ド
ー
ム
内
に
出
店
し
た

料
理
を
味
わ
い
温
ま
り
ま
し
た
。

夜
に
は
花
火
が
打
ち
上
げ
ら
れ
、

来
場
者
は
空
気
の
澄
ん
だ
空
に

広
が
る
冬
の
花
火
を
楽
し
ん
で

い
ま
し
た
。

　

テ
ク
ニ
カ
ル
コ
ン
テ
ス
ト
の

入
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（
敬
称
略
）

●
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
の
部

▽
第
１
位　

小
倉
隆
太
▽
第
２

位　

本
間
郁
弥
▽
第
３
位　

中

（
写
真
３
））
雪
灯
籠
づ
く
り
に
挑
戦

（
写
真
４
）
参
加
者
の
テ
ク
ニ
ッ
ク
が
光
る

（
写
真
１
）
Ｍ
Ｉ
Ｘ
の
部

（
写
真
２
）
一
般
の
部

●
ト
ピ
ッ
ク
ス
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た
。
贈
呈
式
で
は
山
本
晴
美
町

長
が
「
皆
さ
ん
が
苦
労
し
て
住

み
よ
い
町
を
作
っ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
穏
や
か

に
暮
ら
し
て
い
た
だ
き
た
い
で

す
」
と
敬
老
祝
い
金
と
花
束
が

贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

石
ヶ
森
さ
ん
は
大
正
８
年
２

月
６
日
生
ま
れ
。
出
さ
れ
た
も

の
は
し
っ
か
り
と
食
べ
、
嫌
い

な
も
の
は
な
い
そ
う
で
す
が
、

ご
は
ん
よ
り
も
羊
羹
や
ケ
ー
キ

な
ど
の
甘
い
も
の
が
好
物
で
、

こ
の
日
も
職
員
と
入
所
者
の
方

が
作
っ
た
ケ
ー
キ
を
お
い
し
そ

う
に
食
べ
て
い
ま
し
た
。

　

現
在
田
子
町
で
は
、
１
０
０

歳
以
上
の
方
は
６
名
と
な
り
ま

し
た
。

図
書
館
利
用
に
役
立
て
て

と
図
書
寄
贈
（
※
写
真
８
）

　

２
月
25
日
、
あ
お
ぎ
ん
ス
ー

パ
ー
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ（
佐
藤
裕

一
会
長
）と
青
森
銀
行
田
子
支

店
中
村
綱
吉
支
店
長
が
町
教
育

委
員
会
を
訪
問
し
、
子
ど
も
た

ち
の
図
書
館
利
用
促
進
の
た
め

代
表
と
し
て
出
場
し
た
国
体
で

３
位
入
賞
し
ま
し
た
が
、
高
校

卒
業
を
目
前
に
自
身
が
運
転
し

て
い
た
車
で
交
通
事
故
を
起
こ

し
、
右
脚
の
膝
下
11
セ
ン
チ
を

残
し
切
断
し
ま
し
た
。
義
足
の

リ
ハ
ビ
リ
や
義
肢
装
具
士
と
の

出
会
い
を
通
し
て
走
り
高
跳
び

を
始
め
、
シ
ド
ニ
ー
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
か
ら
５
大
会
出
場
・
入

賞
を
果
た
し
ま
し
た
。
昨
年
12

月
に
は
、
自
身
６
度
目
と
な
る

２
０
２
０
年
東
京
パ
ラ
リ
ン
ピ

ッ
ク
出
場
が
内
定
し
ま
し
た
。

　

講
演
で
は
、
競
技
で
の
障
害

に
よ
る
ク
ラ
ス
分
け
や
ル
ー
ル
、

こ
れ
ま
で
の
鈴
木
さ
ん
の
経
験

を
基
に
「
夢
中
に
な
れ
る
も
の

を
持
つ
こ
と
」
に
つ
い
て
の
お

話
が
あ
り
ま
し
た
。
講
演
の
最

後
に
は
実
演
の
時
間
も
設
け
ら

れ
、
参
加
者
は
プ
ロ
の
高
跳
び

に
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。

田
子
町
災
害
対
策
本
部

図
上
訓
練
（
※
写
真
６
）

　

２
月
15
日
、
役
場
庁
舎
内
で

田
子
町
災
害
対
策
本
部
図
上
訓

●
ト
ピ
ッ
ク
ス

練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
訓

練
は
、
大
規
模
災
害
発
生
時
に

お
け
る
田
子
町
災
害
対
策
本
部

の
業
務
遂
行
能
力
の
向
上
を
図

る
と
と
も
に
、
防
災
関
係
機
関

と
の
連
絡
調
整
機
能
と
連
携
体

制
を
確
認
し
、
改
善
す
べ
き
課

題
の
洗
い
出
し
を
行
う
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
三
八
上
北
地
方
を
震

源
と
す
る
大
地
震
が
発
生
し
、

町
内
で
土
砂
災
害
や
家
屋
倒
壊

等
が
発
生
し
た
こ
と
を
想
定
し

訓
練
し
ま
し
た
。
県
防
災
危
機

管
理
課
や
町
消
防
団
、
三
戸
消

防
署
田
子
分
署
に
も
ご
協
力
い

た
だ
き
、
災
害
発
生
時
の
避
難

情
報
の
発
令
、
避
難
対
策
の
調

整
や
被
害
状
況
な
ど
の
情
報
収

集
と
整
理
、
関
係
機
関
と
の
連

携
体
制
と
応
援
要
請
の
手
順
等

を
確
認
し
ま
し
た
。

敬
老
祝
い
金
贈
呈
式

（
※
写
真
７
）

　

２
月
18
日
、
石
ヶ
森
と
の
ゑ

さ
ん（
南
風
張
）の
満
１
０
１

歳
を
祝
い
、
け
や
き
荘
で
敬
老

祝
い
金
贈
呈
式
が
行
わ
れ
ま
し

（
写
真
６
）
被
害
情
報
を
集
め
対
策
を
検
討

（
写
真
７
）
石
ヶ
森
さ
ん
と
ご
家
族

（
写
真
５
）
講
師
の
鈴
木
さ
ん
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ラ
・
デ
ミ
ン
グ
（
七
戸
町
）

●
ペ
ア
の
部
（
小
学
校
２
年
生

以
下
の
子
ど
も
と
20
歳
以
上
の

大
人
の
２
人
乗
り
）

▽
第
１
位　

才
川
秋
美
・
友
絆

（
田
子
町
）
▽
第
２
位　

大
久

保
光
・
亮
成
（
田
子
町
）
▽
第

３
位　

北
村
歩
・
凌
（
岩
手
町
）

こ
れ
ま
で
の
功
績
を
表
彰

～
赤
十
字
奉
仕
団
団
員
功

労
表
彰
伝
達
式
～（
※
写
真
10
）

　

３
月
12
日
、
役
場
公
室
で
赤

十
字
奉
仕
団
団
員
功
労
表
彰
伝

達
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ

は
、
団
員
と
し
て
５
年
以
上
継

続
し
て
活
動
し
て
い
る
方
へ
日

本
赤
十
字
社
青
森
県
支
部
か
ら

贈
ら
れ
る
も
の
で
、
田
子
町
赤

十
字
奉
仕
団
委
員
長（
田
子
町

自
治
会
連
合
会
分
団
長
）の
川

村
武
司
さ
ん（
西
舘
野
）が
表

彰
さ
れ
、
山
本
町
長
か
ら
感
謝

状
が
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

　

川
村
さ
ん
は
同
分
団
に
約
10

年
在
籍
し
、
赤
十
字
会
員
の
会

費
徴
収
や
、
災
害
時
を
想
定
し

た
炊
き
出
し
訓
練
な
ど
の
赤
十

に
児
童
書
８
冊
を
寄
贈
し
ま
し

た
。

　

こ
れ
は
、
毎
年
開
催
さ
れ
て

い
る
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ
ン
ペ
の

収
益
金
の
一
部
か
ら
寄
贈
さ
れ

て
い
ま
す
。
平
成
10
年
か
ら
寄

贈
を
開
始
し
て
今
回
で
21
回
目
、

こ
れ
ま
で
寄
贈
さ
れ
た
図
書
は

４
６
９
冊
と
な
り
ま
し
た
。

　

佐
藤
会
長
は
「
こ
の
よ
う
な

活
動
を
長
く
続
け
る
こ
と
が
大

事
だ
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
こ

れ
ま
で
寄
贈
し
た
図
書
は
子
ど

も
た
ち
か
ら
の
人
気
も
あ
る
と

伺
っ
て
い
ま
す
。
今
年
も
活
用

し
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
」
と

あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。
寄
贈
さ

れ
た
図
書
は
町
立
図
書
館
で
貸

し
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

ソ
リ
ワ
ン
グ
ラ
ン
プ
リ

開
催
（
※
写
真
９
）

　

３
月
１
日
、
創
遊
村
２
２
９

ス
キ
ー
ラ
ン
ド
で
「
キ
ャ
プ
テ

ン
ス
タ
ッ
グ
杯
２
０
２
０
ソ
リ

ワ
ン
グ
ラ
ン
プ
リ
世
界
大
会
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
大

会
は
、
毎
年
創
遊
村
２
２
９
ス

●
ト
ピ
ッ
ク
ス

キ
ー
ラ
ン
ド
の
シ
ー
ズ
ン
最
終

営
業
日
に
合
わ
せ
て
２
０
０
７

年
か
ら
開
催
さ
れ
、
大
会
名
称

を
変
え
な
が
ら
今
回
で
通
算
14

回
目
の
大
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

小
学
生
の
部
や
大
人
の
部
、

ペ
ア
の
部
な
ど
の
ク
ラ
ス
別
ト

ー
ナ
メ
ン
ト
で
総
勢
47
組
58
名

が
、
世
界
王
座
と
優
勝
者
に
贈

ら
れ
る
金
色
の
ソ
リ
を
賭
け
、

熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。
自

分
の
前
を
進
む
ソ
リ
に
ぶ
つ
か

っ
て
ク
ラ
ッ
シ
ュ
し
た
り
、
ジ

ャ
ン
プ
台
で
バ
ラ
ン
ス
を
崩
し

ソ
リ
に
置
い
て
い
か
れ
る
な
ど

の
ハ
プ
ニ
ン
グ
も
あ
り
ま
し
た

が
、
年
齢
に
関
係
な
く
ソ
リ
す

べ
り
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（
敬
称
略
）

●
シ
ン
グ
ル
１
部
（
小
学
生
）

▽
第
１
位　

久
保
舞
華
（
田
子

町
）
▽
第
２
位　

山
内
そ
う
た

（
大
館
市
）
▽
第
３
位　

福
山

璃
恋
（
八
戸
市
）

●
シ
ン
グ
ル
２
部
（
中
学
生
～

大
人
）

▽
第
１
位　

山
内
真
樹
（
大
館

市
）
▽
第
２
位　

江
刺
家
勲

（
三
戸
町
）
▽
第
３
位　

マ
イ

（
写
真
10
）
表
彰
さ
れ
た
川
村
さ
ん

（
写
真
８
）
訪
問
し
た
佐
藤
会
長
（
中
央
）
と

　

中
村
支
店
長
（
左
）

（
写
真
９
）
ジ
ャ
ン
プ
台
に
苦
戦



大根のピリ辛ナムル
（材料）
大根 200ｇ、もみ海苔 お好みで

砂糖 小さじ1/4、酢 小さじ2
醤油 小さじ2、ごま油 大さじ1
白すりごま 大さじ1
おろしにんにく小さじ1
一味唐辛子 お好みで

（作り方）
①大根は食べやすい長さにピーラーでスライスし、

軽くしぼって水気を切る。
②A の調味料を混ぜ合わせてナムルドレッシングを

作る。
③大根をナムルドレッシングで和える。器に盛り、

もみ海苔を振りかけたらできあがり。
★大根に含まれるビタミンＣや消化酵素は、生で食

べることでより効果が出ます。
★食べる直前にドレッシングと和えると、大根から

水分が出るのを抑えることができます。
（地域包括支援課栄養士　岡﨑）

6

●
ト
ピ
ッ
ク
ス

　

役
場
産
業
振
興
課
の
職
員
か

ら
、
こ
れ
ま
で
の
検
討
経
緯
や

道
の
駅
構
想
コ
ン
セ
プ
ト
、
ビ

ジ
ョ
ン
実
現
に
向
け
た
取
り
組

み
例
な
ど
に
つ
い
て
資
料
を
用

い
て
説
明
が
あ
っ
た
後
、
質
疑

応
答
の
時
間
で
は
、
参
加
し
た

住
民
の
方
々
か
ら
、
多
く
の
意

見
や
質
問
の
声
が
あ
げ
ら
れ
ま

し
た
。

字
奉
仕
団
活
動
を
続
け
ら
れ
、

そ
の
活
動
が
認
め
ら
れ
て
今
回

の
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

　

川
村
さ
ん
は
受
賞
に
際
し
て

「
町
の
赤
十
字
奉
仕
団
の
分
団

で
あ
る
４
つ
の
団
体
が
結
束
し

な
が
ら
、
災
害
が
発
生
し
て
か

ら
う
ろ
た
え
る
こ
と
の
な
い
よ

う
、
地
域
の
見
守
り
、
防
災
・

減
災
に
つ
と
め
て
ま
い
り
ま

す
」
と
抱
負
を
述
べ
ま
し
た
。

道
の
駅
整
備
に
関
す
る
住

民
説
明
会
（
※
写
真
11
）

　

３
月
９
日
か
ら
４
日
間
、
町

内
８
つ
の
集
会
施
設
等
で
「
道

の
駅
整
備
に
関
す
る
住
民
説
明

会
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
最
終

日
の
３
月
12
日
に
は
中
央
公
民

館
と
下
田
子
生
活
館
で
説
明
会

が
行
わ
れ
、
中
央
公
民
館
に
は

70
名
あ
ま
り
の
町
民
が
参
加
し

ま
し
た
。

みんなで食べよう！
超かんたん、野菜料理

包丁を
使わずに作る
簡単ナムル

です。

A

（
写
真
11
）
説
明
会
の
様
子

交通死亡事故ゼロ
３
み ろ く

６９０日を目指しています！
４月は速度超過による単独・追突事故
が多いとされています。被害者にも、
加害者にもならないため制限速度を遵
守するなどして、改めて交通ルールの
理解を深めましょう。

東京オリンピックの聖火ランナーに
選ばれました！
　地域おこし協力隊の五十
嵐です。昨年末、田子町に
大雪が降った日、私、東京
オリンピックの聖火ランナ
ーに選ばれるという驚きの
プレゼントをいただきました。申込書を提出したの
が昨年８月頃、メールで吉報を受け取ったころには
落選したものだと思い込んでおり、メール自体も詐
欺ではないかと疑い、確認のためオリンピック委員
会に電話してしまったほどでした（笑）。
　田子町に移住してまだ１年。私なんかで大丈夫だ
ろうかという想いもありましたが、これも何かの縁、
選ばれたからには精一杯田子町をアピールしなけれ
ばと今は思っています。残念ながらかぶり物や指定
のユニフォーム以外の着用も認められていないため
直接的に何か田子町を宣伝することは叶いませんが、
できる範囲で田子町のために走りたいと思います。
オリンピックが予定通り開催されれば、６月12日に
午後６時30分から十和田湖休屋を走っていると思い
ます。走行に関する詳細については決まり次第、地
域おこし協力隊のFacebookと Instagramの方でご報
告いたします。町民の皆様、応援のほどよろしくお
願いいたします。

たっこまち地域おこし協力隊☆活動録
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●
お
知
ら
せ

■  新型コロナウイルス感染症対策をしましょう！
　新型コロナウイルスを含む感染対策の基本は、「手
洗い」「咳エチケット」です。

＜手洗い＞
　ドアノブや電車のつり革など様々なものに触れるこ
とにより、自分の手にもウイルスが付着している可能
性があります。外出先からの帰宅時や
調理の前後、食事前などこまめに手を
洗いましょう。

＜咳エチケット＞
　くしゃみや咳が出るときは、飛沫にウイルスが含ん
でいるかもしれません。次のよう
なエチケットに心がけましょう。
　・マスクを着用しましょう。
　・ティッシュなどで鼻と口を覆いましょう。
　・とっさのときは袖や上着の内側で覆いましょう。
　・周囲の人からなるべく離れましょう。

■換気をしましょう！
　共有スペースや他の部屋も窓を開けっ放しにするな
ど換気をしましょう。

■感染拡大を防ぐために！
　換気が悪く、人が密に集まって過ごすような空間、
不特定多数の人が接触する恐れが高い場所を避けまし
ょう。

■遠方に外出・外泊した場合は行動経路を記録してお
きましょう！

　三八管内・十和田市・二戸市よりも遠くに仕事や用
事、または遊びや旅行などで外出・外泊した場合は、
後で経路を聞かれた時に答えられるように、場所や時
間等が分かるメモを書き留めておきましょう。

■疑わしい症状が出ても、すぐには病院に行かないこと！
　新型コロナウイルス感染者との濃厚接触が疑われた
り、自分が感染した疑いがある場合は、事前に保健所
に電話相談し、必ず指示を受けてから行動してくださ
い。また、町内の医療機関では、感染の有無を調べる
検査をすることができませんのでご注意ください。

問三戸地方保健所 ☎０１７８－２７－５１１１
問役場地域包括支援課健康増進グループ（白板）

☎２０－７１００
※詳しいことは全戸配布のお知らせをご覧ください。

■  狂犬病予防注射（集合）の料金改定について
　公益社団法人青森県獣医師会は、狂犬病予防注射

（集合）の注射料金を、消費税率の引き上げ及び狂犬病
ワクチン・資材等の値上がりに伴い、令和２年度より
料金を改定いたしますのでご理解ください。
　なお、田子町の狂犬病予防注射済票交付手数料（５
５０円）については変更ありません。

狂犬病予防注射料金 現行 改定
（４月１日より）

青森県獣医師会手数料 ２，５５０円 ２，７５０円

田子町手数料
（狂犬病予防注射済票

交付手数料）
５５０円 ５５０円

（変更なし）

合計 ３，１００円 ３，３００円

問役場住民課住民環境グループ（大橋）☎２０－７１１３

■  始まっています！ 望まない受動喫煙対策！
　健康増進法の改正により、令和元年７
月１日から「役場・中央公民館・せせら
ぎの郷・診療所・学校・幼稚園・保育
園・学童保育施設」が敷地内全面禁煙となっており、
さらに令和２年４月１日からは「上郷公民館・農業者
トレーニングセンター・老人福祉センター・墓地公園
管理棟・各集会施設・タプコピアンプラザ・ガーリッ
クセンター・創遊村」をはじめ、多数の利用者がいる
施設及び飲食店等において屋内原則禁煙となりました。
　また、２０歳未満の方は、喫煙エリアに立入禁止と
なりました。
　皆様のご理解とご協力をよろしくお願いいたします。
問役場地域包括支援課健康増進グループ（白板）

☎２０－７１００

■  令和２年度より子ども医療費の対象年齢が
　拡充されます！
　令和２年度より子ども医療費の対象年齢が下記のと
おり変わります。
●現行　０歳～中学校卒業年度までの子ども
●４月１日～　０歳～１８歳に達する日

以後の最初の３月３１日までの子ども
※中学校卒業後、高等学校等に在学し

ているか否かは問いません。
　詳しくは下記担当までお問い合わせください。

問役場住民課子育て定住移住支援室（田中・梅内）　
☎２３－０６７８

●広報たっこでは、皆様からの情報提供をお待ちしてい
ます。紙面に掲載可能な行事などありましたら、下記ま
でご連絡ください。　　役場政策推進課 ☎２０－７１２７
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●
お
知
ら
せ

■  令和２年国勢調査の調査員を募集しています
　国勢調査は日本の未来をつくるために大切な調査で
す。大正９年に調査を開始してから、令和２年でちょ
うど１００年の節目を迎えます。町では「国勢調査員」
として活動していただける方を募集しています。

●国勢調査とは
▼期　日　令和２年１０月１日現在
▼対　象　令和２年１０月１日現在で、日本国内に普段

住んでいるすべての人（外国人を含む）及び世帯を対
象とします。

▼調査事項
◎世帯員について：男女の別、出生の年月、配偶者の

有無、就業実態、従業地または通学地など１５項目
◎世帯について：世帯員の数、世帯の種類、住居の種

類、住宅の建て方の４項目

●国勢調査員の主な仕事
①調査員説明会への参加　②担当地区の確認
③調査の説明・調査書類の配布
④回答確認リーフレットの配布と調査票の回収
⑤調査票の整理と提出

●国勢調査員を簡単に説明すると……
・原則２０歳以上の方。
・身分は非常勤の国家公務員となります。

調査活動中に災害に遭った場合には法律に基づいて
公務災害補償が適用されます。

・業務期間は８月下旬～１０月下旬予定ですが、毎日
活動するものではありません。

・報酬もお支払いします。

　国勢調査員に関心がある方は役場政策推進課までご
連絡ください。

問役場政策推進課（松山）☎２０－７１２７

■  消防ポンプ自動車の更新
　今年２月から消防ポンプ自動車が更新になりました。

水槽付消防ポンプ自動車　HINO　CD-1（水1,500ℓ）
【艤装　長野ポンプ】

■  統計調査員を募集しています
　基幹統計に統計調査員として従事していただく「登
録統計調査員」を募集しています。調査員として任命
され、協力していただいた方には対価として報酬が支
払われます。登録統計調査員となられた方は、優先的
に調査員の依頼をいたします。
○２０歳以上の方であればどなたでも登録可能です。
○調査員任命期間中の身分は「非常勤公務員」です。
○職務上知り得た秘密の保護を遵守できる方

問役場政策推進課（松山）☎２０－７１２７

■  町水道所有者等変更の手続きについて
　３月〜４月は転入や転出等が多くなる時期となり、
次のような場合は変更等の手続きが必要です。
◎貸家やアパートなどに転入・転出・転居される場合
・給水装置使用者変更届・開始届または中止届の提出

◎転出される場合（持ち家の場合）
・中止届または廃止届の提出

◎所有者（または使用者）が亡くなられた場合
・給水装置所有者変更届または給水装置使用者変更届

の提出（以降使用しない場合は、中止届または廃止
届の提出が必要となります）

▼届出先　役場建設課水道グループ
（町のホームページより届出様式をダウン

ロードすることもできます）

▼ご持参いただくもの　印鑑

問役場建設課水道グループ ☎２０－７１１８

■  技能試験再開のお知らせ
　青森県運転免許センターでは、冬期間休止していた
自動二輪免許、大型特殊免許（農耕車）及びけん引免
許（農耕車）の技能試験を４月１日から再開いたします。
問三戸警察署田子町警察官駐在所 ☎３２－３１０９

■  農作物被害防止に向けた収穫残さの除去等
　の推進について
　近年、本県におけるニホンジカやイノシシの目撃件
数が増加傾向にあり、本県での被害はまだ限定的では
あるものの、全国的には被害額の約６割を占め、今後
の被害拡大が懸念されます。
　こうした状況への対処として、冬場にえさとなる農
作物をほ場に残さないことが生息域拡大の抑制に繋が
ります。つきまして、農作物の収穫残さの除去やほ場
へのすき込みを行い、「えさ場」を作らないよう心が
けてくださるようお願いいたします。詳細につきまし
ては、下記までご連絡ください。
問青森県食の安全・安心推進課 ☎０１７－７３４－９３５２
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■  「裁判所ツアー」参加者募集について
▼日時　５月１４日（木）午後１時２０分～４時まで
　　　　（当日午後１時から受付）
▼場所　青森地方・家庭裁判所
　　　　（青森市長島１丁目３番２６号）
▼内容　裁判員裁判法廷などの庁舎見学、ＤＶＤ上映、

資料展示、裁判官などの職種や仕事についての紹介
▼対象　一般の方　３０人（先着順、参加無料）
▼申し込み方法　４月１５日（水）午前９時から次の問

い合わせ先へ電話による申込み（申込受付時間：平
日の午前９時～午後４時３０分まで）

問青森地方裁判所事務局総務課庶務係
　☎０１７－７２２－５４２１

■  日本で最も美しい村フォトコンテスト2020
　「日本で最も美しい村連合」は、小さくてもすばら
しい地域資源や、美しい景観を持つ村の存続、それぞ
れの村が自立を目指すための運動をしています。
　失ったら二度と取り戻せない日本の農村漁村の景観
と文化。日本の原風景。あなたの写真で後世に残しま
せんか。フォトコンテストを通して、写真の力で、日
本の美しい村の景観と文化を守ります。
▼募集期間　３月１０日（火）〜７月１０日（金）
▼応募テーマ
　「日本で最も美しい村」の情景が伝わる８つのテーマ

①村の彩②村の空・山・海③村の実りの四季（農業
の営み、茶畑、田んぼ、田植え、農家）④村の祭り
や伝統⑤村の建造物自慢⑥村と食⑦村と人⑧自由

▼応募方法　プリントした写真を郵送またはホームペ
ージの応募フォームからご応募いただけます。（ス
マートフォンで撮影した写真も応募可能）

　「日本で最も美しい村」連合ホームページ
　https://utsukushii-mura.jp/
▼応募に関する問い合わせ先
　一般社団法人日本フォトコンテスト協会
　☎０３－３２３０－２６１０（平日　午前１０時～午後６時）

■  県税の口座振替のお願い
　県の税金の納付は、便利で、安全・確実な口座振替
をご利用ください。
　口座振替を利用できる県税は、自動車
税種別割、個人事業税、法人県民税 ･ 法
人事業税 ･ 地方法人特別税（特別法人事
業税）、軽油引取税です。最寄りの取扱金融機関また
は県税部において、通帳と預金届出印をお持ちいただ
ければ、簡単に手続きできます。
　自動車税種別割の口座振替申込み期限は、毎年４月
３０日ですので、お早めにお申込みください。
　取扱金融機関は、県内に本支店がある地方銀行、信
用金庫、信用組合、労働金庫、農協、漁協、ゆうちょ
銀行です。（県外本店の金融機関は県内支店に限られ
ます。）
　なお、口座振替済通知書及び自動車税種別割納税証
明書の送付は行わないこととなりました。口座振替に
よる納付の確認については、預貯金通帳への記帳でご
確認ください。
問三八地域県民局県税部納税管理課
　☎０１７８−２７−５１１１　 内線 357・327・211

■  好評！ ふるさと納税
　ふるさと納税制度（寄附金）は、平成２０年度に「生
まれ育ったふるさとに貢献できる制度」、「自分の意思
で応援したい自治体を選ぶことができる制度」として
創設されました。
　この寄附金について、令和元年度の町の状況をお知
らせします。

▼件数と金額（令和２年２月２９日現在）
　総件数　３，０９５件　　総金額　4 5 , 0 8 6 , 0 0 0 円

▼寄附金の希望使途
金　額（円） 割合

教育文化の充実 18,282,000 40.5％
保健福祉の充実 8,762,000 19.4％
産業経済の充実 11,475,000 25.5％
生活環境の充実 6,567,000 14.6％
合　計 45,086,000 100.0％

▼お礼の品は「にんにく」が最多
項目別 割合

にんにく 37.1％
田子牛・田子豚 15.9％
果物 23.5％
あべどり 18.3％
加工品・その他 5.2％
合計 100.0％

◎ふるさと納税は、自らが生まれ育った地域や、関わ
りが深い地域など応援したい都道府県・市町村への

「寄附金」のことです。寄附をした場合、2000円を
超える部分について、所得税及び個人住民税から寄
附金額に応じて一定額の控除を受けられます。

問役場税務課 ☎２０－７１１２
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公民館情報
■行事等に関するお問い合わせは、田子町中央公民館（☎２０－７０７０ 担当：小林）

または上郷公民館（☎３３−１８１１）までお願いします。

令和２年度行事予定
※日程は変更になる場合があります。

●４月
　健康ウォーク
（４月～11月　４回）

●５月
▽27日（水）
　田子町チャレンジデー
　2020（町内全域）

●６月
▽20日（土）、21日（日）
　第72回三戸郡総合体育
　大会（主会場　田子町）

●７月
▽24日（金）〜26日（日）
　キャンピングワールド
　2020
▽25日（土）、26日（日）
　第75回市町村対抗青森県民体育大会
　（主会場　むつ市）

●９月
▽６日（日）
　第28回青森県民駅伝競
　走大会（青森市）

▽20日（日）
　第66回田子町民大運
　動会

●10月
▽24日（土）、25日（日）
　田子ひとくるめゃ文化祭

●１月
▽７日（木）　第47回新春書き初め大会
▽10日（日）　令和３年田子町成人式

●２月
▽14日（日）
　令和２年度田子町生涯学習町民研修会　　
▽17日（水）
　令和２年田子町文化賞・スポーツ賞表彰式

公民館講座予定
●中央公民館
○400年以上の歴史を体験
　田子神楽養成講座・・・・・・・・・・・・５月〜10月（12回）
○体の中から元気になろう！
　ヨガ健康講座・ ・・・・・・・・・・・・・・６月〜12月（12回）

　※８月はお休み
○華のある生活を！
　生け花講座・ ・・・・・・・・・・・・・・・・４月〜３月（12回）
○伝統の踊りを体験！
　伝統芸能ナニャドヤラ講座・ ・・・５月～８月（８回）
●上郷公民館行事
　フラワーアレンジメント教室・・・４月〜２月（11回）

公民館講座募集
　自主運営による公民館講座を募集します。
　活動したいことを講座にして、町民交流の輪を
広げてみませんか。講座開設に向けてお手伝いし
ますので、お気軽に声をおかけください。
　なお、募集は随時しております。

2020チャレンジデー

チャレンジデースローガン
「運動で　毎日コツコツ　健康貯金」

　昨年のチャレンジデーは、町民みなさまのご協
力により、参加率83.8％と目標を超えることがで
きました。ありがとうございました。
　今年は、北海道知内町（５回目）と対戦します。
　チャレンジデーをきっかけに、毎日の運動をコ
ツコツ積み重ね、自分の健康づくりのために取り
組んでみましょう。　
　詳しくは、今後、配布するチラシをご覧いただ
くか、ケーブルテレビなどでお知らせします。

問田子町チャレンジデー実行委員会事務局
☎２０−７０７０

　※詳細は、データ放送、チラシ、ポスターを
　　ご覧ください。

◎お詫び　３月号の文化賞・スポーツ賞受賞者の氏名に誤りがあり
　ました。正しくは次のとおりです。お詫びして訂正いたします。
▽スポーツ奨励賞　　　　　　　　　▽児童・生徒文化奨励賞
　（正）大下悠人　（誤）大下悠斗　　　（正）宇藤凛　（誤）宇藤凜
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●社会
▽慰安婦／小林よしのり／319コ
▽人は、なぜ他人を許せないのか？

／中野信子／361ナ
●介護、健康
▽私にとっての介護／生きることの

一部として／369ワ
▽脊柱管狭窄症腰の名医20人が教

える最高の治し方大全／494セ
●生活、料理
▽おひとりさまのケチじょうず／小

笠原洋子／590オ
▽心とカラダがやすまる暮らし図鑑

／川上ユキ／590カ
▽いちばんおいしい野菜の食べ方／

飛田和緒／596ヒ
▽魔法のてぬきおやつ／てぬキッチ

ン／596テ
●歴史・時代小説
▽酒合戦／新・酔いどれ小藤次16

／佐伯泰英／913サ
▽あきない世傳金と銀８／瀑布篇／

髙田郁／913タ
▽猫君／畠中恵／913ハ
●ミステリー・サスペンス・警察
小説など
▽三世代探偵団２／赤川次郎
　／913ア
▽浮雲心霊奇譚６／血縁の理／神永

学／913カ
▽清明／隠蔽捜査８／今野敏
　／913コ
▽仮面病棟／知念実希人／913チ
▽西日本鉄道殺人事件／西村京太郎

／913ニ
▽メインテーマは殺人／アンソニ

ー・ホロヴィッツ／933ホ
●そのほかの小説など
▽イマジン？／有川ひろ／913ア
▽雲を紡ぐ／伊吹有喜／913イ
▽背高泡立草／古川真人／913フ
▽今日もお疲れさま／パンとスープ

とネコ日和５／群ようこ／913ム
●エッセイ・手記など
▽ひとりで生きていく／ヒロシ
　／779ヒ
▽ BOOKMARK 翻訳者による海外

文学ブックガイド／902ブ
▽50代からの疲れをためない小さ

な習慣／岸本葉子／914キ
▽ロスねこ日記／北大路公子
　／914キ
▽これでもいいのだ／ジェーン・ス

ー／914ジ

図書館情報
若い人に贈る読書のすすめ２０２０

　春です！「新しい学校、新しい生活
に一歩踏み出したフレッシュなあな
た」や、「いつまでもフレッシュでい

たいあなた」におすすめする本を、集
めて展示・貸出します。

○ぼくはイエローで
　ホワイトで、ちょ
　っとブルー／ブレ
　イディみかこ
○人をつくる読書術
　／佐藤優
○「空気」を読んで
　も従わない／鴻上
　尚史
○14歳からの政治入
　門／池上彰

●「若い人におすすめする本」展示と貸出

図書館おやすみカレンダー 4月の図書館行事
▼４／８（水）午前10時
　ブックスタート／せせらぎの郷
▼４／15（水）午前10時
　セカンドブック／せせらぎの郷
▼４／25（土）～
　古雑誌・古本お持ち帰りコーナー
▼４／25（土）午前10時30分
　本の読み聞かせととしょかんクラブ
　「ミニブック」を作ろう！

図書館休館日
毎週月曜日・火曜日・祝日・第４木曜日

（館内整理日）

図書館の開館時間
　水〜土 午前10時〜午後６時
　日曜日 午前10時〜午後４時

田子町立図書館（担当：川村）
☎２０‐７２２１

▼色の濃い日が休館日です。

▼期間  ４／15（水）〜６／14（日）
▼対象　すべての図書館利用者
▼内容　期間中に図書館の本を１冊
借りると、台紙にスタンプを１つ押
します。スタンプを30個集めると、
その場で粗品をプレゼントします。

▼期間　４／25（土）～本がなくな
り次第終了
▼対象　貸出券をお持ちの中学生以

上の方

▼内容　図書館で受け入れて１年以
上経過した雑誌、除籍した古本な
どを決められた冊数だけ差し上げ
ます。

●春の読書スタンプラリー

●古雑誌・古本お持ち帰りコーナー

●一人10冊まで貸出
▼期間  ４／15（水）〜６／14（日）

▼内容　一人10冊まで（通常は５
冊まで）２週間貸出します。

本を読んでスタンプを集めよう！
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誕生

●尾形栞
か の

乃（翔・菜摘）／清水頭
●滝沢悠

はると

斗（法昭・祐美子）／西舘野
●立本花

かれん

恋（隼人・史織）／川向
※（　）内はご両親、“／”のあとは行政区です

結婚
●熊谷泰志（むつ市）
　原　千史（道地）

お悔やみ
●蛇沼みや（99歳）矢田郎
●宇藤郁雄（68歳）矢田郎
●山本甚三郎（81歳）野面
●水梨 瑱野（86歳）上野
●地切順子（71歳）野月
●中山おむら（92歳）道前
※（　）内は享年、（　）のあとは行政区です

町
の
人
口

令
和
２
年
２
月
29
日
現
在

世帯数／2145（＋２）
人口／5373（−７）
男／2607（−３）
女／2766（−４）

（　）内は前月比です

情報スクランブル　

■
消
防
署
コ
ー
ナ
ー

　

春
の
火
災
予
防
運
動
が
、
４

月
13
日
か
ら
４
月
19
日
ま
で
の

１
週
間
、『
ひ
と
つ
ず
つ　

い
い

ね
！
で
確
認　

火
の
用
心
』
を

統
一
標
語
に
県
下
一
斉
に
実
施

さ
れ
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
季
節

は
空
気
が
乾
燥
し
、
山
火
事
や

枯
草
火
災
が
発
生
し
や
す
く
な

り
ま
す
。
尊
い
命
を
守
る
た
め

地
域
一
丸
と
な
り
、
火
の
取
扱

い
に
は
十
分
注
意
し
、
火
災
を

未
然
に
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

◎
住
宅
防
火
の
ポ
イ
ン
ト

・
火
の
元
を
離
れ
る
と
き
は
、

必
ず
火
を
消
す
。

・
寝
具
、
カ
ー
テ
ン
等
か
ら
の

火
災
を
防
ぐ
た
め
に
、
防
炎
品

を
使
用
す
る
。

・
住
宅
用
防
災
器
具
を
設
置
す
る
。

・
お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由

な
人
を
守
る
た
め
に
、
隣
近
所

の
協
力
体
制
を
つ
く
る
。

◎
山
火
事
等
予
防
対
策
の
ポ
イ

ン
ト

・
ご
み
の
焼
却
処
分
は
禁
止
。

庭
木
、
落
ち
葉
な
ど
の
焼
却
は
、

例
外
と
し
て
禁
止
で
は
な
い
が
、

近
隣
住
民
の
生
活
環
境
に
支
障

を
来
た
す
よ
う
な
場
合
は
例
外

か
ら
外
れ
る
た
め
要
注
意
。

・
や
む
を
得
ず
焼
却
す
る
際
は
、

水
バ
ケ
ツ
等
を
用
意
す
る
な
ど

消
火
の
準
備
を
し
、
そ
の
場
を

離
れ
な
い
こ
と
。

・
風
が
強
く
空
気
が
乾
燥
し
て

い
る
と
き
、
ま
た
は
火
災
注
意

報
発
令
中
は
火
気
を
使
用
し
な

い
こ
と
。

▼
三
戸
消
防
署　

田
子
分
署

☎
32
‐
３
１
０
４

■
警
察
署
コ
ー
ナ
ー

●
ネ
ッ
ト
の
罠
か
ら
子
ど
も
た

ち
を
守
れ
る
の
は
、
家
族
と

「
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
」
で
す
！

　

こ
の
時
期
は
、
進
学
や
進
級

を
機
に
携
帯
電
話
や
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
を
持
ち
、
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
を
利
用
す
る
子
ど
も
た
ち

が
増
加
し
ま
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
は
と
て
も
便
利
な
ツ
ー
ル

で
す
が
、
そ
の
一
方
で
違
法
情

報
・
有
害
情
報
に
ア
ク
セ
ス
し

た
こ
と
が
原
因
で
、
子
ど
も
た

ち
が
犯
罪
に
巻
き
込
ま
れ
て
し

ま
う
ケ
ー
ス
が
全
国
的
に
発
生

し
て
い
ま
す
。

　

安
全
な
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環

境
づ
く
り
の
た
め
、
子
ど
も
に

と
っ
て
有
害
な
情
報
の
閲
覧
を

制
限
す
る
こ
と
が
で
き
る
「
フ

ィ
ル
タ
リ
ン
グ
」
を
利
用
す
る

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
（
フ
ィ
ル

タ
リ
ン
グ
の
設
定
の
詳
細
に
つ

い
て
は
、
携
帯
電
話
販
売
店
や

事
業
者
に
確
認
し
て
く
だ
さ
い
）。

▼
三
戸
警
察
署

　

田
子
警
察
官
駐
在
所

☎
32
‐
３
１
０
９

3
（金）

生きがい倶楽部（上郷公民館）
午前10:00〜午後2:30

7
（火）

生きがい倶楽部（老人福祉センター）
午前10:00〜午後2:30

8
（水）

乳児健診（せせらぎの郷）
午前10:00〜　

10
（金）

生きがい倶楽部（上郷公民館）
午前10:00〜午後2:30

14
（火）

生きがい倶楽部（老人福祉センター）
午前10:00〜午後2:30

15
（水）

予防接種（せせらぎの郷）
午前10:30〜正午

17
（金）

生きがい倶楽部（上郷公民館）
午前10:00〜午後2:30

21
（火）

生きがい倶楽部（老人福祉センター）
午前10:00〜午後2:30

22
（水）

こども健診（せせらぎの郷）
午前9:30〜　

24
（金）

生きがい倶楽部（上郷公民館）
午前10:00〜午後2:30
認知症予防教室（せせらぎの郷）
午後1:30〜3:30

28
（火）

生きがい倶楽部（老人福祉センター）
午前10:00〜午後2:30

４月の主な保健・介護予防事業予定表

TCV（田子町ケーブルテレビジョン）からのお知らせ　　

◎サポートセンター（月曜〜金曜　午前９時〜午後５時）
　☎０１２０−５５７−７５９（祝日を除く）
　加入の申込・変更・廃止、ケーブルの移設などの際にご連絡ください。
◎故障受付（24時間）　☎０１２０−２６２−７５０
　テレビが映らない、などの故障時にご連絡ください。
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『
今
年
度
一
年
間　

本
当
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
』

　

臨
時
休
校
と
い
う
不
測
の
事

態
が
発
生
し
ま
し
た
が
、
大
き

な
混
乱
も
な
く
今
年
度
も
無
事

に
教
育
活
動
が
で
き
ま
し
た
こ

と
、
皆
様
の
ご
理
解
・
ご
協
力

が
あ
っ
て
の
こ
と
で
あ
る
と
心

か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

◎
４
月　

１
年
生
39
名
が
入
学

し
、
我
が
校
の
一

年
間
が
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
。

◎
５
月　

体
育
祭

で
は
田
子
魂
を
炸

裂
さ
せ
た
競
技
の

数
々
に
、大
い
に
盛

り
上
が
り
ま
し
た
。

◎
６
月　

郡
中
体

連
、吹
奏
楽
コ
ン
ク

ー
ル
八
戸
地
区
大

会
が
行
わ
れ
、
た
く
さ
ん
の
生

徒
が
入
賞
し
ま
し
た
。
ま
た
、

農
林
業
体
験
を
行
い
、
貴
重
な

経
験
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

◎
夏
休
み　

各
学
年
で
親
子
レ

ク
が
実
施
さ
れ
、
親
子
で
の
楽

し
い
思
い
出
が
で
き
ま
し
た
。

◎
９
月　

郷
土
探
訪
、
職
場
体

験
で
貴
重
な
体
験
を
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
郡
中

体
連
新
人
戦
が
行
わ
れ
、
こ
こ

で
も
た
く
さ
ん
の
生
徒
が
入
賞

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

◎
10
月　

合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
と

文
化
祭
で
は
、
歌
に
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
に
全
力
投
球
。
会
場
は

感
動
の
渦
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

◎
２
月　

郡
中
体
連
ス
キ
ー
大

会
、
町
ス
キ
ー
大
会
が
行
わ
れ
、

た
く
さ
ん
の
生
徒
が
入
賞
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し

た
。ま
た
、２
年
生

の
立
志
式
が
行
わ

れ
、「
立
志
宣
言
」を

行
い
ま
し
た
。さ
ら

に
、町
で
ご
活
躍
さ

れ
て
い
る
方
の
お
話

を
聞
か
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

◎
３
月　

卒
業
式

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

臨
時
休
校
を
乗
り
越
え
、
感
動

的
で
心
温
ま
る
式
と
な
り
ま
し

た
。
卒
業
生
38
名
の
ご
多
幸
を

心
か
ら
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

　

地
域
・
保
護
者
の
皆
様
の
ご

支
援
の
も
と
、子
ど
も
た
ち
は
大

き
く
成
長
い
た
し
ま
し
た
。
改

め
ま
し
て
、
ご
尽
力
い
た
だ
き

ま
し
た
皆
様
に
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。

（
原
稿
・
画
像
提
供　

田
子
中
学
校
）

学
校
の
話
題
　
田
子
中
学
校

　情報スクランブル

編
集
後
記

　

今
回
は
生
涯
学
習
町
民
研
修
会
を
取

材
し
ま
し
た
。
講
師
の
鈴
木
さ
ん
は
、

幼
い
頃
か
ら
事
故
を
経
て
現
在
に
至
る

ま
で
を
映
像
を
用
い
な
が
ら
お
話
し
て

く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

本
文
中
に
は
書
き
切
れ
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
講
演
の
中
で
、
鈴
木
さ
ん
が
世

界
大
会
で
獲
得
し
た
メ
ダ
ル
や
、
以
前

使
用
し
て
い
た
義
足
を
参
加
者
が
手
に

取
っ
て
見
る
場
面
も
あ
り
ま
し
た
。
触

れ
る
ま
で
は
知
ら
な
か
っ
た
の
で
す
が
、

パ
ラ
ス
ポ
ー
ツ
の
大
会
メ
ダ
ル
は
、
目

の
不
自
由
な
方
の
た
め
に
、
振
る
と
シ

ャ
カ
シ
ャ
カ
音
が
鳴
る
よ
う
に
な
っ
て

お
り（
例
外
も
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
）、
さ
ら
に
金
・
銀
・
銅
で
音
の
高
さ

も
違
う
そ
う
で
す
。
目
が
不
自
由
で
も

メ
ダ
ル
を
感
じ
ら
れ
る
工
夫
が
さ
れ
て

い
て
素
敵
だ
な
と
思
い
ま
し
た
。　

（
広
報
担
当　

ま
つ
や
ま
）

獣
肉
も
ら
ひ
出
刃
研
ぐ
寒
の
水 

や
な
た
翠
芳
（
孝
芳
）

も
み
が
ら
に
埋
め
し
記
憶
や
冬
り
ん
ご 

森
き
よ
し（
清
）

身
の
丈
に
見
合
う
暮
ら
し
の
干
菜
汁 

川
村
キ
ヱ

粕
汁
の
魚
選
ん
で
里
帰
り 

山
本
一
枝
子

老
木
に
夫
婦
の
如
く
冬
林
檎 

中
村
麿
也
（
忠
充
）

大
仏
の
座
禅
の
か
た
ち
山
眠
る 

原　

秋
月（
菊
次
郎
）

み
ろ
く
吟
社
で
は
会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
俳
句
に
興

味
の
あ
る
方
は
、

田（
☎
32
‐
３
８
７
８
）か
中
村
忠
充

（
☎
33
‐
１
４
６
８
）
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

タプコピアン文芸
みろく吟社（会長　 田孝芳）

俳
句
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広
報
た
っ
こ
２
０
２
０
年
４
月
号
（
令
和
２
年
３
月
25
日
発
行
）
通
算
第
７
２
５
号

発
行
・
編
集
＝
田
子
町　

青
森
県
三
戸
郡
田
子
町
大
字
田
子
字
天
神
堂
平
81

電
話

 0
1
7
9
-3

2
-3

1
1
1（

代
表

）　
FA

X
 0

1
7
9
-3

2
-4

2
9
4

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

 http://w
w

w
.to

w
n.takko.lg

.jp/　
メ

ー
ル

ア
ド

レ
ス

 takko
-info

@
to

w
n.takko.lg

.jp
［

制
作

印
刷

］
有

限
会

社
 赤

坂
コ

ピ
ー

ラ
イ

ツ
ジ

ム

シリーズ

「日本で最も美しい村」連合　vol.3（令和２年４月号）

　今回は、田子町が「日本で最も美しい村」連合に加盟した経緯
についてご紹介いたします。
　平成27年10月２日、長野県木曽町
において「日本で最も美しい村」連合
の臨時総会が行われ、田子町が全国で
59番目の自治体等として加盟承認さ
れました（青森県内では初）。
　この組織は「人口が概ね1万人以下であること」及び「地域資
源が２つ以上あること」の条件を満たす自治体や地域が加盟でき、
田子町は①「昔の田園風景が広がる源流と水車の郷」、②「田子神
楽」、③「日本一の『たっこにんに
く』の里」の３点が高く評価されま
した。
　いずれも、我々町民の誇りである
自慢の景観や文化が評価されたも
のです。
　加盟して５年が経とうとしてい
るところですが、令和２年度からは

「協働のまちづくり町民会議」で出さ
れた意見を基に作
成した「田子町美
しいまちづくり推
進計画」に則り、
これまでの取り組みを継続するとともに「美し
いまちづくりを目指した取り組み」を展開して
いきます。

　３月13日、田子中学校で善
行表彰式が行われました。表彰
されたのは天間俐空さん（３年・
写真右）と石井凌也さん（３年・
写真左）で、昨年８月22日、学
習会の帰りに、事故に遭い横転
している車を見つけ、車の中か
ら運転手を救出したとのことで
す。このことが認められ、青森
県教育委員会から２人に感謝状
が贈られました。

　３月14日、田子中学校で
令和元年度第73回卒業証書
授与式が執り行われ、男子
20名、女子18名の計38名が
学舎から巣立ちました。
　式では、奥島仁志校長が

「皆さんは田子中学校の新た
な歴史をつくってきました。
この卒業証書は、皆さんの努
力と成長の証です」とあいさ
つしました。答辞では、卒業
生代表の松橋海渡さんが「こ
れまで支えてくれてありがと
う。これからは後輩の皆さん
の時代です。新しい田子中学
校の歴史を皆さんに託しま
す」と在校生への思いを語り
ました。

田子中学生２名の
善行を表彰

田子中学校卒業式

はじめてのハッピーバースデイ
平成31年３月に生まれた満１歳のお友だちです。

●橋本花
か の ん

穏ちゃん
Ｈ31.3.1

（根渡・女の子）
いっつもニコニコな笑
顔で家族を笑顔にして
くれる花穏。これから
もいっぱいご飯を食べ
て大きくなってね。

●佐藤虎
とらまさ

正ちゃん
Ｈ31.3.3

（野々上・男の子）
お誕生日おめでとう！
暖かくなったらお姉ちゃ
んたちと元気いっぱい
外で遊ぼうね！

●末永蓮
は す み

実ちゃん
Ｈ31.3.26

（水亦・女の子）
１歳おめでとう！
これからも笑顔が素敵
な蓮実でいてね！

●中村結
ゆ あ

空ちゃん
Ｈ31.3.26

（西舘野・女の子）
お誕生日おめでとう！
その笑顔でたくさんの人
を幸せにしていってね。
これからも元気にすくす
く大きくなりますように。

新
規
加
盟
式
典

生徒一人ひとりに授与

保護者へ感謝の気持ちを込めて


